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 要 旨 

背景:  

救急医療の現場では、都市部の 10 代の若者に対して、暴力およびアルコール乱用を減ら

すため、簡易な介入を受ける機会が与えられる。以前の研究では、これら介入が 6 か月後

の暴力および飲酒を減少させることが示された。今回は、この介入の 12 か月後の効果を検

討する。 

 

方法:  

昨年飲酒または暴力で救急を受診した記録のある 14 から 18 歳の患者を、コンピュータ

により無作為的に、対照群、またはコンピュータのみかコンピュータを用いた専門家によ

る簡易的介入群に割り付けた。主要アウトカムは、ベースラインおよび 12 か月後に判定し、

暴力 (集団攻撃、集団差別、暴力に起因した事象) および 飲酒 (アルコール乱用、大酒飲

み、飲酒に起因した事象) とした。 

 

結果:  

3,338 人の 10 代の若者が抽出された (88%参加率)。その内、暴力かつ飲酒による受診で

あった 726 人を無作為に 2 群に割り付けた。その内 84％が 12 か月後追跡可能であった。

対照群と比較して、介入群では 12 か月後において有意に集団攻撃 (P<0.01)、および集団

差別 (P<0.05) の減少を認めた。飲酒関連のアウトカムについては、2 群間で有意差は認め

なかった。 

 

結論:  

救急における 10 代の若者に対する介入の 1 年後の評価では、専門家によるコンピュータ

を用いた集団暴力の減少を目的とした簡易的介入の効果を支持する結果が得られた。 

 

 


